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２
０
２
３ 

第
３
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

 

採
点
基
準 

 

■
現
代
文 

採
点
の
原
則 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 
 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

文
脈
の
ね
じ
れ
が
あ
る
、
ま
た
主
述
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
ご
と
に
加
点
し
た
上
で
、 

 
 

全
体
か
ら
２
点
減
点
す
る
。 

 

③ 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
欠
如
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 

一 

現
代
文 

50
点 

  

問
一 

２
点×

４
＝
８
点 

  

（
ａ
）
措
置 

 
 

（
ｂ
）
遮
蔽 

 
（
ｃ
）
封
殺 

 

（
ｄ
）
流
布 

  

問
二 

６
点 

  

■
解
答 

※
抜
き
出
し
問
題
な
の
で
、
正
解
は
こ
れ
の
み
。
た
だ
し
、
冒
頭
の
「
一
方
で
、
」
は
無
く
て
も
可
○
と
す
る
。 

 

一
方
で
、
本
来
権
力
の
客
体
で
あ
る
は
ず
の
投
票
権
者
を
、
権
力
の
主
体
に
す
り
替
え
、
他
方

で
、
真
の
権
力
の
所
在
を
見
え
な
く
す
る
ト
リ
ッ
ク 
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問
三 

14
点 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
４
点                                                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 

                          

Ｃ
○
２
点 

主
権
概
念
は
一
神
教
の
神
の
至
高
性
・
絶
対
性
に
由
来
す
る
が
故
に
、
主
権
者
は
誰
に
も
教
育
で
き
な
い 

至
高
の
存
在
者
で 

      
   

Ｄ
○
２
点 

 
 
 

                            

Ｅ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｆ 

あ
り
、
特
定
の
立
場
か
ら
弁
論
を
展
開
す
る
、
人
民
に
拘
束
さ
れ
な
い
存
在
だ
か
ら
。 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

■
字
数
：
八
十
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

◆
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

■
要
素
Ａ
「
主
権
概
念
は
一
神
教
の
神
の
至
高
性
・
絶
対
性
に
由
来
す
る
」
（
４
点
） 

 
 

・
「
主
権
概
念
」
は
「
主
権
・
主
権
論
」
な
ど
で
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
至
高
性
」
「
絶
対
性
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
く
場
合
は
３
点
。
両
方
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
「
一
神
教
の
神
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
主
権
者
は
誰
に
も
教
育
で
き
な
い
」
（
３
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
至
高
の
存
在
者
で
あ
り
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
特
定
の
立
場
か
ら
弁
論
を
展
開
す
る
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
人
民
に
拘
束
さ
れ
な
い
存
在
だ
」
（
３
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る 

 
 
 
 

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

   
 



3 

 
問
四 

14
点 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 

 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 

 

Ｅ
○
３
点 

投
票
権
者
が 

支
持
も
反
対
も
し
な
い 

政
治
的
中
立
性
を
強
い
ら
れ
、
法
の
正
統
性
を
支
え
て 

政
治
的
な
決
定
に
参
加
す
る 

                     
 
 
 
 

Ｆ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ 

と
い
う
役
割
を
奪
わ
れ
、
決
定
を
受
け
容
れ
る
だ
け
の
存
在
に
お
と
し
め
ら
れ
る
事
態
。 

  

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

■
字
数
：
八
十
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

◆
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

■
要
素
Ａ
「
投
票
権
者
が
」
（
２
点
） 

 
 

・
答
案
中
の
ど
こ
か
に
「
投
票
権
者
」
に
相
当
す
る
語
が
あ
れ
ば
可
。
無
け
れ
ば
０
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
支
持
も
反
対
も
し
な
い
（
こ
と
を
強
い
ら
れ
）
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
政
治
的
中
立
性
を
強
い
ら
れ
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
法
の
正
統
性
を
支
え
（
る
役
割
を
奪
わ
れ
）
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
政
治
的
な
決
定
に
参
加
す
る
と
い
う
役
割
を
奪
わ
れ
」
（
３
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・｢

政
治
的
な｣

あ
る
い
は
「
決
定
」
に
相
当
す
る
説
明
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
決
定
を
受
け
容
れ
る
だ
け
の
存
在
に
お
と
し
め
ら
れ
る
」
（
３
点
） 

 
 

・
「
お
と
し
め
ら
れ
る
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

「…

事
態
・
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス 

 
 
 
 

１
点
。 

 
 



4 

 
問
五 

８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

 

Ｄ
○
２
点 

 

Ｅ 

人
間
的
生
の
基
盤
が
瓦
解
し
、
忍
従
・
隷
属
を
強
制
さ
れ
て
、
人
が
人
材
や
人
的
資
源
と
し
て 

モ
ノ
化
さ
れ
る
状
況
。 

  

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

■
字
数
：
四
十
五
字 

二
十
二
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

◆
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

■
要
素
Ａ
「
人
間
的
な
生
の
基
盤
が
瓦
解
し
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
忍
従
・
隷
属
を
強
制
さ
れ
て
」
（
２
点
） 

 
 

・
「
忍
従
」
「
隷
属
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
い
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
人
が
人
材
や
人
的
資
源
と
し
て
」
（
２
点
） 

 
 

・
「
人
材
」
「
人
的
資
源
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
い
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ

ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
モ
ノ
化
さ
れ
る
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「…

状
況
・
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス 

 
 
 
 

１
点
。 

  
 



5 

Ⅱ 

現
代
文
50
点 

  

問
一 
10
点 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

他
者
の
感
情
や
意
志
・
欲
求
は
理
解
し
難
く
、
自
分
と
他
者
の
物
事
の
見
方
や
捉
え
方
に
も
ず
れ
が
あ
り
、
す
れ
違
い
や
相
互 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

不
信
は
不
可
避
で
あ
る
か
ら
。 

  

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

■
字
数
：
四
十
字
～
六
十
字 

十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

◆
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

■
要
素
Ａ
「
他
者
の
感
情
や
意
志
・
欲
求
は
理
解
し
難
く
」
（
４
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
感
情
」
「
意
志
」
「
欲
求
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
自
分
と
他
者
の
物
事
の
見
方
や
捉
え
方
に
も
ず
れ
が
あ
り
」
（
３
点
） 

 
 

・
「
見
方
」
「
捉
え
方
」
は
い
ず
れ
か
が
あ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
物
事
の
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
す
れ
違
い
や
相
互
不
信
は
不
可
避
で
あ
る
」
（
３
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
す
れ
違
い
」
「
相
互
不
信
」
に
相
当
す
る
説
明
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ 

「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る 

 
 
 
 

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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問
二 

18
点 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ
○
３
点 

教
師
の
求
め
る
数
列
の
規
則
に
従
え
な
い
生
徒
と
、
親
の
要
求
し
て
い
る
お
も
ち
ゃ
の
片
づ
け
が
で
き
な
い
子
ど
も
の
事
例
が
、 

Ｃ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                       

Ｅ
○
４
点 

行
為
の
規
則
を
命
じ
る
言
葉
は 
原
理
的
に
は
ど
の
よ
う
に
も
解
釈
可
能
で
あ
る
が
故
に
、
あ
る
意
味
で
は
行
為
の
仕
方
を
決
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ 

で
き
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て 

同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。 

  

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

■
字
数
：
百
字
～
百
二
十
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

◆
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

■
要
素
Ａ
「
教
師
の
求
め
る
数
列
の
規
則
に
従
え
な
い
生
徒
」
（
３
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
親
の
要
求
し
て
い
る
お
も
ち
ゃ
の
片
づ
け
が
で
き
な
い
子
ど
も
」
（
３
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
行
為
の
規
則
を
命
じ
る
言
葉
は
」
（
４
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
規
則
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
原
理
的
に
は
ど
の
よ
う
に
も
解
釈
可
能
で
あ
る
」
（
４
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
原
理
的
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
行
為
の
仕
方
を
決
定
で
き
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
」
（
４
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
仕
方
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

二
つ
の
事
項
が
同
様
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許 

 
 
 
 

容
し
て
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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問
三 

22
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

何
ら
か
の
行
為
を
実
践
し
て
い
る
人
間
は
、
そ
の
行
為
が
あ
る
規
則
の
正
し
い
理
解
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
自
明
視
し
て
い
る 

       

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
３
点 

が
、
そ
の
理
解
の
仕
方
が
な
ぜ
正
し
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
規
則
を
提
示
す
る
言
葉
が 

原
理
的
に
ど
の
よ
う
に
で
も
解
釈
で 

                   
 
 
 
 

Ｆ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｈ
○
４
点 

き
て
し
ま
う
が
故
に
、
自
分
の
解
釈
の
正
し
さ
に
つ
い
て 

ど
こ
ま
で
突
き
つ
め
て
考
え
た
と
し
て
も 

究
極
的
な
根
拠
に
は
到 

 
 
 
 
 

Ｉ 

達
で
き
な
い
か
ら
。 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｉ
参
照 

 

■
字
数
：
百
三
十
字
～
百
五
十
字 

六
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

◆
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

■
要
素
Ａ
「
何
ら
か
の
行
為
を
実
践
し
て
い
る
人
間
は
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
そ
の
行
為
が
あ
る
規
則
の
正
し
い
理
解
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
自
明
視
し
て
い
る
」
（
４
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
規
則
の
理
解
」
と
同
等
の
説
明
が
不
明
瞭
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点 

 
 

・
説
明
が
か
な
り
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
の
理
解
の
仕
方
が
な
ぜ
正
し
い
の
か
に
つ
い
て
は
」
（
３
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
理
解
（
の
仕
方
）
」
と
同
等
の
説
明
が
不
明
瞭
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
規
則
を
提
示
す
る
言
葉
が
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
規
則
」
ま
た
は
「
言
葉
」
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
原
理
的
に
は
ど
の
よ
う
に
で
も
解
釈
で
き
て
し
ま
う
」
（
３
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
原
理
的
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
自
分
の
解
釈
の
正
し
さ
に
つ
い
て
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｇ
「
ど
こ
ま
で
突
き
つ
め
て
考
え
た
と
し
て
も
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｈ
「
究
極
的
な
根
拠
に
は
到
達
で
き
な
い
」
（
４
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
究
極
的
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
か
な
り
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｉ 

「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る 

 
 
 
 

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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三 

古
文 

50
点 

 
問
一 
６
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 

［
模
範
解
答
例
］ 

我
が
身
に
ま
さ
っ
て
大
事
な
も
の
は
な
い
よ
。 

幼
子
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
い
と
お
し
い
け
れ
ど
も
。 

  

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 

※ 

要
素
Ａ
と
要
素
Ｂ
の
書
か
れ
て
い
る
順
序
は
逆
で
も
よ
い
。 

 

Ａ
「
我
が
身
に
ま
さ
っ
て
大
事
な
も
の
は
な
い
よ
」（
３
点
） 

※
「
身
に
ま
さ
る
も
の
な
か
り
け
り
」
の
訳
。 

 

 

ⓐ
「
我
が
身
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
・
我
が
身
以
上
の
も
の
は
な
い
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 

○
「
我
が
身
」
は
「
自
分
・
自
分
の
命
・
私
の
身
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

ⓑ 

右
の
ⓐ
の
【
１
点
】
が
あ
る
上
で
、「
大
事
な
・
大
切
な
・
可
愛
い
・
愛
し
い
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 

ⓒ 

ⓐ
の
【
１
点
】
が
あ
る
上
で
、「
〜
よ
・
〜
な
あ
」
な
ど
詠
嘆
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 

○
ⓐ
の
【
１
点
】
が
あ
る
上
で
、
ⓑ
の
意
も
、
ⓒ
の
意
も
両
方
あ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 

Ｂ
「
幼
子
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
い
と
お
し
い
け
れ
ど
も
」（
３
点
） 

 
 

※
「
み
ど
り
子
は
や
ら
ん
か
た
な
く
か
な
し
け
れ
ど
も
」
の
訳
。 

 

ⓓ
「
幼
子
は
い
と
お
し
い
（
か
わ
い
い
）
け
れ
ど
も
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】。 

 
 

○
「
幼
子
」
は
「
赤
子
・
赤
ん
坊
」
で
も
よ
い
。 

 

▲
「
幼
子
」
が
「
み
ど
り
子
」
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
ⓓ
か
ら
【
減
点 

１
点
】
。 

 

▲
「
け
れ
ど
も
」
に
相
当
す
る
逆
接
の
表
現
が
な
い
場
合
は
、
ⓓ
か
ら
【
減
点 

１
点
】
。 

 

ⓔ
「
ど
う
し
よ
う
も
な
く
」
が
「
み
ど
り
子
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】。 

 
 

✖
「
ど
う
し
よ
う
も
な
く
」
は
、
「
と
て
も
・
た
い
そ
う
・
こ
の
上
な
く
・
並
一
通
り
で
な
く
」
な
ど
、
ま
た
は
「
ど
こ

に
も
や
り
た
く
な
い
ほ
ど
に
」
な
ど
で
は
✖
。 

  

問
二 

６
点
＋
８
点
＝
14
点 

  

（
ａ
）
６
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 
 

Ｄ
○
３
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

捨
て
子
の 

父
や
母
が
い
る
な
ら
、
名
乗
り
出
れ
ば
、
子
と
一
緒
に
親
の
面
倒
も
見
る
、
と
い
う
こ
と
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 
 

 

Ａ
「
捨
て
子
の
」（
１
点
） 

✖
要
素
Ｂ
が
【
０
点
】
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

○
「
子
の
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 
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Ｂ
「
父
や
母
が
い
る
な
ら
」
（
１
点
） 

 
 

 
○
「
父
や
母
は
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 
○
「
父
や
母
」
は
「
両
親
・
親
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 Ｃ

「
名
乗
り
出
れ
ば
」（
１
点
） 

 

○
「
名
乗
り
出
よ
・
訪
れ
よ
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

  

Ｄ
「
子
と
一
緒
に
親
の
面
倒
も
見
る
、
と
い
う
こ
と
」（
３
点
） 

 

○
「
親
の
面
倒
も
見
る
・
子
と
共
に
親
の
面
倒
を
見
る
・
同
様
に
面
倒
を
見
る
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
面
倒
見
る
」
は
「
養
う
・
生
活
さ
せ
る
・
生
活
を
保
証
す
る
・
情
け
を
か
け
る
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

▲
「
面
倒
見
る
」
が
「
育
て
る
・
か
わ
い
が
る
」
な
ど
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
減
点 

１
点
】
。 

 

▲ 

他
に
も
、
あ
や
ま
っ
た
表
現
が
あ
る
箇
所
ご
と
に
▲
１
点
減
点
。 

  

（
ｂ
）
８
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
前
半
○ 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

我
が
子
を
、
い
と
お
し
く
思
っ
て
、
捨
て
ず
に
自
分
で
育
て
て
い
た
な
ら
、 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 

我
が
子
が
幸
運
に
恵
ま
れ
て 

立
派
に
成
長
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
。 

 

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 

Ａ
「
我
が
子
を 

〜 

捨
て
ず
に
自
分
で
育
て
て
い
た
な
ら
」（
２
点
） 

 

※
「
身
に
そ
へ
奉
り
た
ら
ま
し
か
ば
」
の
解
釈 

○
「
我
が
子
」
は
「
頼
実
・
子
ど
も
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

○
「
捨
て
ず
に
自
分
で
育
て
て
い
た
な
ら
」
は
「
捨
て
ず
に
い
た
ら
・
自
分
（
自
分
た
ち
）
で
育
て
て
い
た
ら
・
自
分
の
手

元
に
置
い
て
い
た
ら
・
一
緒
に
い
た
な
ら
ば
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
い
と
お
し
く
思
っ
て
」
（
２
点
） 

 
 

 

※
「
か
な
し
と
思
ひ
て
」
の
解
釈 

○
「
か
わ
い
く
思
っ
て
・
愛
ゆ
え
に
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 

Ｃ
「
我
が
子
が
幸
運
に
恵
ま
れ
て
」（
２
点
） 

 

※
「
め
で
た
き
果
報
の
ほ
ど
は
あ
ら
は
れ
ざ
ら
ま
し
」
の
解
釈
① 

○
「
幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
幸
運
」
（
「
果
報
」
の
訳
語
）
は
「
幸
せ
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

○
「
幸
運
」
は
「
素
晴
ら
し
い
果
報
・
立
派
な
果
報
」
な
ど
と
な
っ
て
い
れ
ば
「
果
報
」
の
ま
ま
で
も
よ
い
。
「
幸
運
・
幸

せ
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
「
素
晴
ら
し
い
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

 

△
「
素
晴
ら
し
い
・
立
派
な
」
な
ど
が
な
く
「
果
報
は
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
・
果
報
に
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」

に
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

○
「
わ
が
子
が
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｄ
「
立
派
に
成
長
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
」
（
２
点
） 

 

※
「
め
で
た
き
果
報
の
ほ
ど
は
あ
ら
は
れ
ざ
ら
ま
し
」
の
解
釈
② 

 

○
「
「
中
将
に
は
な
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
・
出
世
（
栄
達
）
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
な
ど
で
も
よ
い
。 
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問
三 

12
点 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

無
事
に
生
ま
れ
た
我
が
子
を
な
ん
と
か
自
分
で
育
て
た
い
と
は
思
っ
た
も
の
の
、 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

ひ
ど
く
貧
か
っ
た
た
め
に
育
て
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
「
気
の
毒
に
思
っ
て
拾
っ
て
育
て
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
」
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
３
点 

と
思
っ
て
捨
て
た
の
だ
が 

 
畏
れ
多
い
ほ
ど
立
派
に
成
長
し
て
い
る
の
を
見
る
と
嬉
し
い
、
と
書
か
れ
て
い
た
。 

  

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

Ａ
「
無
事
に
生
ま
れ
た
我
が
子
を
な
ん
と
か
自
分
で
育
て
た
い
と
は
思
っ
た
も
の
の
」
（
３
点
） 

 

①
「
無
事
に
生
ま
れ
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】。 

②
「
我
が
子
を
自
分
で
育
て
た
い
と
思
っ
た
が
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 

Ｂ
「
ひ
ど
く
貧
か
っ
た
た
め
に
育
て
ら
れ
ず
」（
３
点
） 

 

①
「
貧
し
か
っ
た
た
め
に
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】
。 

②
「
育
て
ら
れ
ず
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】。 

 

Ｃ
「
や
む
な
く
「
気
の
毒
に
思
っ
て
拾
っ
て
育
て
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
て
捨
て
た
の
だ
が
」（
３
点
） 

 
 
 

 

①
「
気
の
毒
に
思
う
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
た
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】。 

 

②
「
気
の
毒
」
の
意
が
な
く
「
拾
う
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
た
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
１
点
】。 

 

③
「
捨
て
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

  

Ｄ
「
畏
れ
多
い
ほ
ど
立
派
に
成
長
し
て
い
る
の
を
見
る
と
嬉
し
い
、
と
書
か
れ
て
い
た
」（
３
点
） 

 
 
 

 

①
「
立
派
に
成
長
し
て
い
る
・
畏
れ
多
い
ほ
ど
で
あ
る
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】。 

 

②
「
嬉
し
い
・
感
動
し
て
い
る
」
な
ど
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 
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問
四 

10
点 

   
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

今
か
ら
二
十
日
あ
ま
り
前
に
、
妻
に
先
立
た
れ
ま
し
た
の
で
、
後
世
を
弔
お
う
と
思
っ
て
、 

 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

 
 

こ
の
よ
う
に
出
家
い
た
し
ま
し
て
、
ま
っ
た
く
居
所
も
定
め
ず
に
流
浪
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

 

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

※ 

減
点
は
そ
れ
が
含
ま
れ
る
要
素
か
ら
行
い
、
０
点
以
下
（
マ
イ
ナ
ス
点
）
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

Ａ
「
今
か
ら
二
十
日
あ
ま
り
前
に
」（
２
点
） 

 

※
「
こ
の
二
十
日
あ
ま
り
の
前
に
」
の
現
代
語
訳 

✖
「
二
十
日
前
に
」
の
意
が
な
け
れ
ば
✖
。 

 

○
「
二
十
」
は
「
二
〇
」
で
も
よ
い
が
、
▲
算
用
数
字
で
「
２
０
」
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
【
減
点 

１
点
】
。 

 

○
「
今
か
ら
」
は
「
つ
い
・
こ
の
・
最
近
」
で
も
よ
い
。
▲
こ
れ
が
な
い
場
合
、
誤
っ
て
い
る
場
合
は
【
減
点 

１
点
】
。 

 

○
「
ば
か
り
」
は
「
ほ
ど
」
で
も
よ
い
。
✖
「
余
」
は
✖
。
▲
こ
れ
が
な
い
場
合
、
誤
っ
て
い
る
場
合
は
【
減
点 

１
点
】。 

 

Ｂ
「
妻
に
先
立
た
れ
ま
し
た
の
で
」（
２
点
） 

 

※
「
か
れ
に
お
く
れ
侍
り
ぬ
れ
ば
」
の
現
代
語
訳 

○
「
妻
」
は
「
連
れ
合
い
・
伴
侶
」
な
ど
で
も
よ
い
。
「
先
立
た
れ
」
は
「
死
な
れ
」
で
も
よ
い
。 

○
「
妻
が
先
立
っ
た
・
妻
が
死
ん
だ
」
と
な
っ
て
い
て
も
よ
し
と
す
る
。 

▲
「
妻
を
彼
岸
に
送
る
」
の
よ
う
な
「
死
」
を
意
味
す
る
が
直
接
的
で
な
い
表
現
は
【
減
点 
１
点
】。 

▲
丁
寧
の
意
「
〜
ま
す
」
が
な
い
場
合
は
【
減
点 

１
点
】。 

▲
完
了
の
意
「
〜
た
・
〜
て
し
ま
っ
た
」
が
な
い
場
合
は
【
減
点 

１
点
】
。 

▲
原
因
・
理
由
の
意
「
〜
の
で
・
〜
か
ら
」
が
な
い
場
合
は
【
減
点 

１
点
】。 

 

 

Ｃ
「
後
世
を
弔
お
う
と
思
っ
て
」（
２
点
） 

 

※
「
後
世
を
と
ぶ
ら
は
ん
と
て
」
の
現
代
語
訳 

 

▲
「
後
世
を
弔
お
う
」
は
「
後
世
」
が
な
く
、
「
弔
お
う
・
葬
儀
を
行
お
う
・
供
養
し
よ
う
・
葬
送
し
よ
う
」
な
ど
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
【
減
点 

１
点
】
。 

 

▲
意
志
の
意
「
〜
し
よ
う
・
〜
し
た
い
・
〜
す
る
つ
も
り
で
」
が
な
い
「
後
世
を
弔
う
た
め
に
」
な
ど
は
【
減
点 

１
点
】。 

 

○
「
と
思
っ
て
」
は
「
と
し
て
・
と
」
で
も
よ
い
。 

 

Ｄ
「
こ
の
よ
う
に
出
家
い
た
し
ま
し
て
」（
２
点
） 

 

※
「
く
ま
か
り
な
り
て
」
の
現
代
語
訳 

○
「
出
家
し
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。「
こ
の
よ
う
に
」
は
な
く
て
も
よ
い
。 

▲
謙
譲
の
意
「
い
た
す
・
〜
申
し
あ
げ
る
」
が
な
い
場
合
は
【
減
点 

１
点
】。 

○
丁
寧
の
意
「
〜
ま
す
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｅ
「
ま
っ
た
く
居
所
も
定
め
ず
に
流
浪
し
て
お
り
ま
す
」
（
２
点
） 

 

※
「
所
も
さ
ら
に
さ
だ
め
ず
」
の
現
代
語
訳 

○
「
居
所
も
定
め
ず
」
は
「
居
所
（
住
む
場
所
・
住
居
・
家
・
い
つ
く
所
）
が
定
ま
っ
て
（
決
ま
っ
て
・
構
え
て
）
い
な

い
・
住
所
不
定
だ
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

○
右
の
意
が
あ
れ
ば
「
流
浪
し
て
い
る
」
の
有
無
は
不
問
。 
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▲
右
の
意
が
な
く
、
「
流
浪
し
て
い
る
・
行
く
場
所
が
決
ま
っ
て
い
な
い
・
あ
て
も
な
い
・
行
脚
し
て
い
る
」
の
意
が
あ
る

場
合
は
【
減
点 

１
点
】。 

 
▲
「
ま
っ
た
く
・
少
し
も
・
全
然
」
の
意
が
な
い
場
合
は
【
減
点 

１
点
】。 

 

○
丁
寧
の
意
「
お
り
ま
す
・
い
ま
す
・
〜
で
す
」
な
ど
の
有
無
は
不
問
。 

  

問
五 

８
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

父
の
手
紙
に
よ
っ
て
、
母
の
死
を
知
っ
て
悲
し
み
、
菩
提
を
弔
お
う
と
思
い
、 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
４
点 

父
が
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
出
家
し
た
こ
と
を
知
っ
て
感
じ
入
っ
た
こ
と
。 

 

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

  

Ａ
「
父
の
手
紙
に
よ
っ
て
」
（
２
点
） 

 

✖
要
素
Ｂ
も
要
素
Ｃ
も
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

△
「
手
紙
」
の
意
が
な
く
「
父
の
言
葉
で
・
父
に
よ
っ
て
・
父
に
再
会
し
て
・
父
が
訪
ね
て
き
て
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
【
１
点
】
。 

 

△
「
父
」
の
意
が
な
く
「
手
紙
に
よ
っ
て
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
１
点
】。 

 

Ｂ
「
母
の
死
を
知
っ
て
悲
し
み
、
菩
提
を
弔
お
う
と
思
い
」（
２
点
） 

○
「
母
（
両
親
・
父
母
・
親
）
の
菩
提
を
弔
お
う
と
し
た
」、
ま
た
は
「
母
の
死
を
知
っ
た
・
母
の
死
を
悲
し
ん
だ
（
あ
わ

れ
ん
だ
）
・
母
の
死
を
知
っ
て
衝
撃
を
受
け
た
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

○
「
両
親
の
後
世
の
と
む
ら
い
の
た
め
」
な
ど
で
も
○
。 

 Ｃ
「
父
が
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
出
家
し
た
こ
と
を
知
っ
て
感
じ
入
っ
た
こ
と
」（
４
点
） 

 
 

○
「
父
が
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
出
家
し
た
と
知
っ
た
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

△
「
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
」
の
意
が
な
い
「
父
が
出
家
し
た
と
知
っ
た
」
な
ど
は
【
２
点
】。 

 

△
「
出
家
し
た
」
の
意
が
な
い
「
父
が
母
の
菩
提
を
弔
っ
た
と
知
っ
た
」
な
ど
は
【
２
点
】。 

 


